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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第28期
第２四半期
連結累計期間

第29期
第２四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 11,397 10,235 26,520

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △690 △3,215 906

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △403 △1,869 700

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △373 △1,897 872

純資産額 (百万円) 6,319 4,840 7,081

総資産額 (百万円) 35,540 42,046 39,160

１株当たり当期純利益又は
四半期純損失金額(△)

(円) △10.93 △51.63 19.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － 19.00

自己資本比率 (％) 16.9 10.9 17.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,670 △3,600 657

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △684 △2,924 △2,948

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,374 5,595 2,733

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,957 1,401 2,344

　

回次
第28期
第２四半期
連結会計期間

第29期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △4.33 △21.48

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第28期第２四半期連結累計期間及び第29

期第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失を計上しているため記載しておりません。

４．第28期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスク発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な事項はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により大きな打撃を受けた国内サ

プライチェーンの回復が進み、萎縮した個人消費にも一部持ち直しの動きが見えてきたものの、電力

供給不足や原発事故の影響が長引き、更には欧米の景気減速と財政不安による円高・株安も深刻さを

増してくるなど景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

食品業界におきましては、震災後の消費マインドの冷え込みから低価格志向が強まり、また原発事

故による放射能汚染の影響から、消費者の食の「安全・安心」に対する意識が一層高まるなど厳しい

事業環境となりました。茸市場も低迷する景況感から、年初から安値での相場が続き、東日本大震災の

影響がこれに更に拍車をかける形となりました。

こうした環境の中で、当社グループは、消費者視点でのモノ作りを追求し、高品質で安全な食品の提

供に取り組んでまいりました。当社では2008年より、自社製品の農薬・重金属検査の結果を消費者自身

が確認できる「雪国まいたけ安全システム」を導入し、積極的な情報開示を行ってまいりましたが、こ

の度の原発事故がもたらした放射能汚染に対する消費者の不安の声を受けて、当社独自の厳密な放射

能物質検査機能を導入し、新しい「雪国まいたけ安全システム」として９月15日より稼動開始いたし

ました。　

以上のような取り組みを進めてきた結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は102億35百

万円（前年同四半期比10.2％減）となりました。損益面では、販売価格下落の影響と、ぶなしめじ事業

の自動化設備の遅れ、品質安定化の遅れによる歩留低下やコスト増加により、営業損失は28億21百万

円（前年同四半期は３億17百万円の損失）、経常損失は32億15百万円（前年同四半期は６億90百万円

の損失）、四半期純損失は18億69百万円（前年同四半期は４億３百万円の損失）となりました。　
　

　セグメントの状況は次のとおりであります。

セグメント
連結売上高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

　

　

まいたけ 3,691 86.0

えりんぎ 1,509 78.0

ぶなしめじ 1,056 54.3

その他生茸 338 84.1

生茸計 6,596 76.9

加工食品 498 104.5

茸計 7,094 78.4

もやし・カット野菜 2,134 152.9

その他食品 597 109.2

食品計 9,827 89.4

その他 407 101.7

合計 10,235 89.8

　

EDINET提出書類

株式会社雪国まいたけ(E00007)

四半期報告書

 3/21



　

①  茸

国内の生茸の販売は、消費全体が収縮する中で茸の需要も低迷し、価格は平年を下回る厳しい相場

で推移したことで、販売量、販売価格ともに前年を割り込む結果となりました。また、ぶなしめじにつき

ましては、前期より生産能力の拡大に向けて製造ラインの新設備の導入を進めてきましたが、一部の設

備導入の遅れと品質安定化の遅れから、生産量が減少したことで大幅な売上減となりました。

国外の生茸につきましては、中国における施設栽培茸の需要は底堅く、吉林省長春市で生産・販売

するえのき茸は、順調な販売実績を上げており、第２工場の建設も現在急ピッチで進めております。ま

た、四川省に新設しましたえのき茸生産工場は５月より出荷を開始し、上海市に新設しましたぶなしめ

じ生産工場も８月より出荷を開始しており、中国における茸事業の拡大に向けた取組みを着実に進め

てまいりました。　

加工食品は、水煮の販売及び冷凍まいたけ天ぷらの販売が好調に推移いたしました。　

以上により茸の売上高は70億94百万円（前年同四半期比21.6％減）となりました。　

　
②  もやし・カット野菜

カット野菜の販売は、競合他社との競争が厳しさを増す中で、商品価値、商品完成度の高さ、そして

自社での農薬検査等の安全性の高さなどの差別化を図ってきたことが、新たな販路の開拓や取扱い数

量の増加に繋がり売上を大きく伸ばしました。また、もやしにつきましても、新規開拓が進み、もやし

・カット野菜の売上高は21億34百万円（前年同四半期比52.9％増）となりました。　

　
③  その他

その他食品においては、商品を全面的にリニューアルした「雪国納豆」の売上が増加し、健康食品

ではモンドセレクション2011の金賞を受賞した「雪国まいたけが作った家族で飲める青汁」の販売が

好調に推移したことなどで、その他食品の売上高は５億97百万円（前年同四半期比9.2％増）となりま

した。　

その他の売上高は４億７百万円（前年同四半期比1.7％増）となりました。　
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて28億85百万円増加し、420億46

百万円となりました。　

流動資産は、前連結会計年度末に比べて19.4％増加し、108億82百万円となりました。これは主に現

金及び預金が９億35百万円減少し、受取手形及び売掛金が３億63百万円、商品及び製品が４億14百万

円、繰延税金資産が13億79百万円、流動資産の「その他」に含まれる仮払金が３億67百万円増加した

こと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.8％増加し、311億22百万円となりました。これは主に建物

及び構築物（純額）が４億23百万円、有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる機械装置及び運

搬具（純額）が６億52百万円、同じく有形固定資産の「その他（純額）」に含まれるリース資産（純

額）が３億38百万円増加し、有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる建設仮勘定が３億22百万

円減少したこと等によります。　

負債の部では、流動負債が前連結会計年度末に比べて31.8％増加し、196億５百万円となりました。

これは主に短期借入金が63億51百万円増加し、未払法人税等が１億68百万円、流動負債の「その他」

に含まれる設備支払手形が10億20百万円、同じく流動負債の「その他」に含まれる未払金が２億46百

万円減少したこと等によります。　

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.3％増加し、175億99百万円となりました。これは主に社債

が５億10百万円減少し、長期借入金が５億48百万円、固定負債の「その他」に含まれる長期リース債

務が２億72百万円増加したこと等によります。　

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて31.6％減少し、48億40百万円となりました。これは主に剰

余金の配当３億61百万円、四半期純損失18億69百万円の計上によるものであります。　

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半

期末と比較して５億55百万円減少し、14億１百万円となりました。　

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。　

① 営業活動におけるキャッシュ・フロー　

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の支出は36億円（前年同四半期比115.5％

増）となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失32億19百万円（前年同四半期７億13百万円

の純損失）及び減価償却費及びその他の償却費12億17百万円（前年同四半期比64.3％増）等による

ものであります。　

② 投資活動におけるキャッシュ・フロー　

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は29億24百万円（前年同四半期比

327.0％増）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出30億42百万円等によるもので

あります。　

③ 財務活動におけるキャッシュ・フロー　

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は55億95百万円（前年同四半期比

135.7％増）となりました。これは主に短期借入金の純増加額61億29百万円（前年同四半期比22.5％

増）、長期借入れによる収入31億20百万円、長期借入金の返済による支出23億50百万円、社債の償還に

よる支出７億15百万円及び配当金の支払額３億61百万円等によるものであります。　

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は３億21百万円であ

ります。なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 38,890,375 38,890,375
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数100株

計 38,890,375 38,890,375－ －

(注)  「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 　 平成23年７月15日

新株予約権の数(個) (個) 4,400個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 　 －

新株予約権の目的となる株式の種類 　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 (株) 440,000

新株予約権の行使時の払込金額 (円) 47,300

新株予約権の行使期間 　
自  平成23年９月１日
至  平成26年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

(円)
発行価格      473
資本組入額      237

新株予約権の行使の条件 　

① 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい
ても、当社の取締役、監査役、従業員等及び当社子会
社の取締役の地位にあることを要す。

② 新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。
③ その他の条件については、当社と新株予約権者との
間で締結する割当契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 　
新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要する
ものとする。

代用払込みに関する事項 　 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する
事項

　 －

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－ 38,890,375 － 1,605 － 2,262

　
(6) 【大株主の状況】
　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社大平商事 新潟県南魚沼市余川876番地1 12,543 32.25

大平喜信 新潟県南魚沼市 7,458 19.17

大和ハウス工業株式会社 大阪府大阪市北区梅田3丁目3番地5 1,794 4.61

若井猛 新潟県南魚沼市 979 2.51

大平正夫 新潟県南魚沼市 897 2.30

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海1丁目8番地11 827 2.12

大平洋一 新潟県南魚沼市 698 1.79

大平秀子 新潟県南魚沼市 478 1.23

株式会社新村 長野県上田市秋和199番地4 466 1.19

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町2丁目11番3号 412 1.06

計 － 26,556 68.28

(注)  当社は自己株式（2,659千株、6.83％）を保有しておりますが、上表には表記しておりません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
   普通株式   2,659,200

－ －

完全議決権株式(その他)    普通株式  36,052,900 360,529 －

単元未満株式    普通株式     178,275－ －

発行済株式総数    普通株式  38,890,375－ －

総株主の議決権 － 360,529 －

(注)  自己株式2,659,221株は「完全議決権株式（自己株式等）」欄に2,659,200株、「単元未満株式」の欄に21株含ま

れております。
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② 【自己株式等】
　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 株式会社  雪国まいたけ

新潟県南魚沼市
余川89番地

2,659,200 － 2,659,2006.83

計 － 2,659,200 － 2,659,2006.83

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役兼上席執行役員
営業本部長

兼マーケティング部長
－

取締役兼上席執行役員
営業本部長

－ 大平  洋一 平成23年８月１日

取締役兼上席執行役員
生産本部長
兼生産管理部長
兼生産管理課長
兼労務管理課長

－
取締役兼上席執行役員

生産本部長
－ 南雲  朗浩 平成23年８月１日

取締役兼上席執行役員
営業本部長

兼マーケティング部長
兼配荷部長

－
取締役兼上席執行役員

営業本部長
兼マーケティング部長

－ 大平  洋一 平成23年９月16日

取締役兼上席執行役員
管理本部長

兼情報システム部長
兼海外事業部長

－
取締役兼上席執行役員

管理本部長
兼情報システム部長

－ 海野  光夫 平成23年９月16日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,379 1,443

受取手形及び売掛金 1,661 2,025

商品及び製品 1,158 1,573

仕掛品 2,441 2,493

原材料及び貯蔵品 616 656

繰延税金資産 357 1,736

その他 501 954

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 9,115 10,882

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,976 13,400

土地 7,934 7,934

その他（純額） 6,426 7,200

有形固定資産合計 27,337 28,534

無形固定資産 364 428

投資その他の資産

その他 2,392 2,258

貸倒引当金 △102 △98

投資その他の資産合計 2,289 2,159

固定資産合計 29,992 31,122

繰延資産 52 41

資産合計 39,160 42,046

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 692 679

短期借入金 7,804 14,156

未払法人税等 243 75

引当金 250 209

その他 5,886 4,484

流動負債合計 14,877 19,605

固定負債

社債 3,168 2,657

長期借入金 12,365 12,913

退職給付引当金 60 52

役員退職慰労引当金 470 425

その他 1,137 1,550

固定負債合計 17,201 17,599

負債合計 32,078 37,205
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 4,493 2,257

自己株式 △1,321 △1,305

株主資本合計 7,039 4,819

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △13 △15

繰延ヘッジ損益 △40 △116

為替換算調整勘定 △142 △118

その他の包括利益累計額合計 △197 △251

新株予約権 59 66

少数株主持分 179 205

純資産合計 7,081 4,840

負債純資産合計 39,160 42,046
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 ※
 11,397

※
 10,235

売上原価 8,048 9,291

売上総利益 3,349 943

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 462 250

運賃 911 1,127

報酬及び給料手当 829 881

賞与引当金繰入額 63 41

役員退職慰労引当金繰入額 25 2

雑費 1,373 1,462

販売費及び一般管理費合計 3,666 3,765

営業損失（△） △317 △2,821

営業外収益

受取利息 2 0

デリバティブ収益 0 －

固定資産賃貸料 30 41

雑収入 28 20

営業外収益合計 61 63

営業外費用

支払利息 252 288

雑損失 182 168

営業外費用合計 435 457

経常損失（△） △690 △3,215

特別利益

貸倒引当金戻入額 7 －

新株予約権戻入益 2 9

固定資産売却益 － 1

特別利益合計 9 11

特別損失

投資有価証券評価損 － 2

固定資産除却損 3 3

固定資産売却損 0 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29 －

特別損失合計 32 14

税金等調整前四半期純損失（△） △713 △3,219

法人税等 △384 △1,373

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △329 △1,845

少数株主利益 74 24

四半期純損失（△） △403 △1,869
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △329 △1,845

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 △2

繰延ヘッジ損益 △7 △76

為替換算調整勘定 △29 26

その他の包括利益合計 △44 △51

四半期包括利益 △373 △1,897

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △440 △1,923

少数株主に係る四半期包括利益 66 26
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △713 △3,219

減価償却費及びその他の償却費 741 1,217

賞与引当金の増減額（△は減少） 53 △40

支払利息 252 288

売上債権の増減額（△は増加） △544 △363

たな卸資産の増減額（△は増加） △501 △504

仕入債務の増減額（△は減少） 330 △36

その他 △42 △447

小計 △424 △3,105

利息の支払額 △257 △298

法人税等の支払額 △810 △169

その他の支出 △178 △25

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,670 △3,600

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △467 △3,042

関係会社出資金の払込による支出 △235 －

関係会社の減資による収入 － 161

その他 18 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △684 △2,924

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,004 6,129

長期借入れによる収入 1,713 3,120

長期借入金の返済による支出 △2,539 △2,350

社債の償還による支出 △643 △715

自己株式の取得による支出 △652 △0

配当金の支払額 △373 △361

その他 △135 △226

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,374 5,595

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11 △943

現金及び現金同等物の期首残高 1,969 2,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,957

※
 1,401
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算   税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第

19項の規定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指

針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

　
【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

成都雪国高榕生物科技有限公司 760百万円 成都雪国高榕生物科技有限公司 1,037百万円

　
(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日  至平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自平成23年４月１日  至平成23年９月30日)

※  当社グループの売上高は、連結会計年度の上期と下期とで著しい相違があります。その状況は、当社

グループの主要製品であります生まいたけ等茸類の商品性から、９月～12月が最需要期、１月～３月

が需要期、４月～８月が不需要期となっているためであります。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は下記のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金勘定 2,029百万円 1,443百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △72 △42

現金及び現金同等物 1,957 1,401
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(株主資本等関係)

  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 374 10平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

　２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連
    結会計期間末後となるもの
        該当事項はありません。
　

　３. 株主資本の著しい変動
        （単位：百万円）

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度残高 1,605 2,262 4,212 △616 7,463

当第２四半期連結会計期間末
までの変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △374　 △374

四半期純損失(△) 　 　 △403　 △403

自己株式の処分 　 　 △39 256 217

自己株式の取得 　 　 　 △652 △652

当第２四半期連結会計期間末
までの変動額合計

－ － △817 △395 △1,212

当第２四半期連結会計期間末残高 1,605 2,262 3,395 △1,011 6,251

　
  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 361 10平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

　２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連
    結会計期間末後となるもの
        該当事項はありません。
　

　３. 株主資本の著しい変動
        （単位：百万円）

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度残高 1,605 2,262 4,493 △1,321 7,039

当第２四半期連結会計期間末
までの変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △361　 △361

四半期純損失(△) 　 　 △1,869　 △1,869

自己株式の処分 　 　 △4 16 11

自己株式の取得 　 　 　 △0 △0

当第２四半期連結会計期間末
までの変動額合計

－ － △2,236 15 △2,220

当第２四半期連結会計期間末残高 1,605 2,262 2,257 △1,305 4,819
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
茸

もやし・
カット野菜

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1)外部顧客への売上高 9,053 1,396 10,449 948 11,397

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

12 － 12 464 477

計 9,066 1,396 10,462 1,412 11,874

セグメント利益 174 3 178 8 186

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他食品及び石油類販売等の事業を

含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：百万円)

損      失 金      額

報告セグメント計 178

「その他」の区分の利益 8

全社費用  (注) △493

その他の調整額 △10

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △317

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、従来、「生茸」及び「もやし・カット野菜」の２つを報告セグメントとしており

ましたが、当第２四半期連結会計期間より「茸」及び「もやし・カット野菜」に変更しております。

また、「その他」に含まれる事業セグメントのうち、「加工食品」について、当第２四半期連結会計期

間よりセグメント区分を廃止し、「茸」に含めて表示しております。

この変更は、当社グループが製造、販売を行っている水煮などの加工食品が、原料である生茸の製

造、販売と密接に関連しており、当第２四半期連結会計期間から業績管理を生茸と一体で行うことと

したため、「生茸」と「加工食品」を１つの報告セグメントとして表示することにより、経営実態を

より適切に反映するために行ったものであります。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
茸

もやし・
カット野菜

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1)外部顧客への売上高 7,094 2,134 9,229 1,005 10,235

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 15 17 639 657

計 7,097 2,150 9,247 1,644 10,892

セグメント利益又は損失(△) △2,227 25 △2,201 35 △2,166

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他食品及び石油類販売等の事業を

含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：百万円)

損      失 金      額

報告セグメント計 △2,201

「その他」の区分の利益 35

全社費用  (注) △675

その他の調整額 19

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △2,821

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がないため、記載しておりません。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がないため、記載しておりません。

　
(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がないため、記載しておりません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

   １株当たり四半期純損失金額(△) 　 △10円93銭 △51円63銭

    (算定上の基礎) 　 　 　

    四半期純損失金額(△) (百万円) △403 △1,869

    普通株主に帰属しない金額 　 － －

    普通株式に係る四半期純損失金額(△) (百万円) △403 △1,869

    普通株式の期中平均株式数 (千株) 36,885 36,210

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな
かった潜在株式で、前連結会計年度末から重
要な変動があったものの概要

　 － －

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

株式会社  雪国まいたけ

取締役会  御中
　

監査法人　ナ　カ　チ
　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    地　       宏    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤    算   浩    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社雪国まいたけの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国におい
て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社雪国まいたけ及び連結子会社の平
成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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